
お知らせInformation

h
e

a
lth

y
 c

o
lu

m
n

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 12月17日㈭10時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 １月14日㈭10時～16時 東城支所 東城支所市民生活室
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 12月15日㈫・１月19日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572東城 １月７日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

総領 １月13日㈬９時～11時 総領健康福祉センター

行 政 相 談

庄原 12月17日㈭13時～15時30分 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

西城 12月17日㈭13時30分～15時30分 西城保健福祉総合センター
（しあわせ館）

西城支所市民生活室
☎0824-82-2124

総領 １月13日㈬９時～11時 総領健康福祉センター 総領支所市民生活室
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 １月12日㈫13時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島弁護士会三次地区

会による無料相談。
要予約

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154　

口和 12月21日㈪13時～16時 口和保健センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活室
市民生活係

東城支所市民生活室
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密保持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

障害者相談員
定 期 相 談 会 庄原 １月18日㈪13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター 知的 社会福祉課障害者福祉係

☎0824-73-1210

身体障害者舗
装 具 判 定 会【聴覚】12月17日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

エ イ ズ 検
査・ 相 談 １月６日㈬13時～15時30分

広島県北部保健所
（広島県三次庁舎第3庁舎）

三次市十日市東４-６-１

事前予約が必要。検査
は無料・匿名で受けら
れます。エイズ相談は
随時受けられます。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5181

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子手帳交付 12月21日㈪・１月４日㈪
９時～17時 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

パパママひろば
（妊婦教室） １月８日㈮13時30分～16時 庄原市保健福祉センター 母子健康手帳

申し込み必要

離乳食教室 １月７日㈭13時～1時 西城保健福祉総合センター
（しあわせ館）

母子健康手帳
筆記用具

育児相談 １月18日㈪13時～15時 庄原市保健福祉センター 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問
い合わせください）

母子保健事業
●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255

※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と

健康広場

新田千明
保健医療課 保健師

生
活
習
慣
病
と
は
？

　　

生
活
習
慣
病
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
、
普

段
の
生
活
習
慣
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
、さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
総
称
を
言
い
ま
す
。

中
で
も
運
動
不
足
や
食
生
活
が
大
き
く
影
響

し
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
的
な
病
気
で
あ
る

高
血
圧
や
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
な
ど
は
、

放
置
し
て
お
く
と
血
管
が
硬
く
な
り
、
循
環

器
の
病
気
や
そ
の
ほ
か
重
症
な
合
併
症
に
進

展
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

※
生
活
習
慣
病
改
善
の
た
め
の
運
動
に

決
ま
っ
た
形
は
な
く
、「
軽
い
運
動
を
毎

日
続
け
る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

運
動
の
効
果
が
出
る
ま
で
に
は
、
お

お
よ
そ
３
～
６
カ
月
程
か
か
り
ま
す
の

で
、
無
理
を
せ
ず
に
ゆ
っ
く
り
続
け
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
運
動
の
前
の
準
備
体
操
や
運

動
中
の
水
分
補
給
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
　

ス
ト
レ
ッ
チ

　

筋
肉
を
伸
ば
す
こ
と
で
、
血
管
の
筋
肉
ま

で
柔
ら
か
く
な
り
ま
す
。

　
　

生
活
習
慣
病
予
防
に
効
果
的
な
運
動

　
　

有
酸
素
運
動

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
呼
吸

に
よ
っ
て
取
り
込
ん
だ
酸
素

や
体
内
に
蓄
え
ら
れ
て
い
る

体
脂
肪
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
使
う
の
で
、
血
管
が
硬
く

な
る
の
を
防
ぎ
高
血
圧
を
予

防
し
ま
す
。

　
　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

つ
ま
先
立
ち
や
ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど「
や
や

き
つ
い
」と
感
じ
る
程
度
の
筋
肉
の
運
動
筋

肉
量
が
増
え
る
と
、
血
糖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
の
感

受
性
が
良
く
な
る
と
い
わ
れ
、
糖
尿
病
の
予

防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
筋
肉
量
が
増

え
れ
ば
そ
れ
だ
け
基
礎
代
謝
量
が
高
く
な
る

た
め
、
肥
満
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

※
有
酸
素
運
動
＋
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
併

用
も
効
果
的
で
す
。

生活習慣病
A lifestyle-related disease and exercise

運動
平成26年度
庄原市国保生活習慣病件数割合
（平成26年5月医科診療分）

脳血管疾患
2.8%高尿酸血症

5.3%

虚血性心疾患
10.5%

高血圧症
32.7%

脂質異常症
27.2%

糖尿病
21.5%

ちなみに庄原市国保デー
タによると、特に高血圧
症、脂質異常症、糖尿病の
方が多い状況です。

腕を
軽く振る

目線は
遠く

太もも

スクワット

つま先立ち

ふくらはぎ

太ももとお尻

◎モデル
腹ハッチー＆
ショーショー鳥

肩 首

生
活
習
慣
病
予
防
に
は
運
動
が
有
効
で
す
。

次
の
よ
う
な
運
動
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
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広報しょうばらに広告を掲載してみませんか？

　市内の全世帯（約 16,000 世帯）に配布する広報紙
「広報しょうばら」に広告を掲載する法人、団体、個
人事業者などを募集しています。
　申し込み方法や広告料など詳しくは、市ホームペー
ジをご覧になるか、財政課または情報政策課までお問
い合わせください。

問い合わせ 財政課理財係　　☎ 0824-73-1202 
　　　　　 情報政策課広報広聴係　☎0824-73-1159

市公式フェイスブックページ
庄原いちばん ええね！更新中！
https://www.facebook.com/shobara.ichiban

付
を
受
け
て
お
ら
ず
、次
の
①
②

③
④
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
状
態
の

方
。

① 

認
知
症
状
の
あ
る
、あ
る
い
は

認
知
症
と
診
断
さ
れ
て
い
る
方

② 

屋
内
で
の
生
活
は
概
ね
自
立

し
て
い
る
が
、介
助
な
し
に
は
外

出
で
き
な
い
方

③ 

屋
内
で
の
生
活
は
何
ら
か
の

介
助
が
必
要
で
、日
中
も
ベ
ッ
ド

な
ど
で
の
生
活
が
主
体
で
あ
る
方

④ 

生
活
全
般
に
介
助
が
必
要
な

方
（
ほ
ぼ
寝
た
き
り
状
態
の
方
）

※
身
体
障
害
者
福
祉
法
な
ど
に
基

づ
く
障
害
認
定
と
、介
護
保
険
法

に
基
づ
く
要
介
護
認
定
は
、認
定

基
準
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、要
介

護
認
定
の
介
護
度
が
高
く
て
も

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」の

交
付
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
す
で
に
税
法
上
の
障
害
者
控
除

を
受
け
て
い
る
方
で
も
、「
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
」に
よ
り
特
別

障
害
者
に
認
定
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

① 

印
鑑

② 

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申

請
書

③ 

医
師
の
診
断
書
ま
た
は
民
生

委
員
の
意
見
書
（
要
介
護
認
定
者

は
不
要
で
す
）

※
書
類
は
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保

【
第
一
次
】教
養
・
消
防
適
性
検
査
・

作
文
・
体
力
検
査

【
第
二
次
】
個
人
面
接

申
し
込
み
受
け
付
け

12
月
14
日
㈪
～
１
月
８
日
㈮

※
募
集
要
項
は
、
備
北
地
区
消
防

組
合
各
消
防
署
で
直
接
入
手
す

る
か
備
北
地
区
消
防
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.119-
bihoku.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

備
北
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
総

務
課

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
９
５
７
３

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術　

専
門
校
４
月
入
校
生
募
集

　

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門

校
で
は
、平
成
28
年
４
月
入
校
生

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
訓
練
科

●
自
動
車
整
備
科（
２
年
間
・
高
卒

18
歳
以
上
30
歳
以
下
）

●
溶
接
加
工
科（
１
年
間
・
45
歳
以

下
）

●
建
築
科（
１
年
間
・
45
歳
以
下
）

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
科（
６
カ
月
・
年

齢
制
限
な
し
）

※
見
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

希
望
の
方
は
事
前
に
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
。

応
募
受
け
付
け
期
間

平
成
28
年
２
月
10
日
㈬
ま
で

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー　
　

広
告
募
集

　

市
が
作
成
す
る
平
成
28
年
度
版

の
「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
へ

の
広
告
掲
載
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
枠　

12
枠

規
格　

縦
３
㌢
×
横
25
㌢
（
見
開

き
カ
レ
ン
ダ
ー
）

配
布
部
数　

市
内
全
世
帯
へ
約

１
万
６
千
部
配
布

広
告
料
金　

１
枠
１
万
円
（
た
だ

し
、
一
社
に
つ
き
２
枠
ま
で
）

募
集
期
間　

12
月
22
日
㈫
ま
で

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
市
内
の

方
を
優
先
し
、先
着
順
と
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

財
政
課
理
財
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
２

備
北
地
区
消
防
組
合　
　
　

消
防
職
員
募
集

募
集
人
数　

若
干
名

受
験
資
格

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

試
験
日
・
場
所

【
第
一
次
】
平
成
28
年
１
月
24
日

㈰
・
備
北
地
区
消
防
組
合
消
防
本

部
大
会
議
室

【
第
二
次
】
第
一
次
試
験
合
格
者

へ
通
知

試
験
内
容

※
選
考
日
、
選
考
内
容
な
ど
に
つ

い
て
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

特
典　

雇
用
保
険
受
給
者
で
、
公

共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

の
指
示
に
よ
っ
て
入
校
し
た
人
に

は
、
訓
練
の
終
了
日
ま
で
受
給
期

間
が
延
長
さ
れ
る
ほ
か
、
諸
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

三
次
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
３
４
３
９

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
時
期

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

65
歳
以
上
の
介
護
を
必
要
と
す

る
方
で
、「
身
体
障
害
者
等
に
準
ず

る
方
」や
「
６
カ
月
以
上
寝
た
き

り
状
態
に
あ
る
方
」は
、税
法
上
の

所
得
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
」

が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

お
早
め
に
高
齢
者
福
祉
課
ま
た

は
各
支
所
市
民
生
活
室
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

65
歳
以
上
の
方
で
、「
身
体
障
害

者
手
帳
」「
療
育
手
帳
」ま
た
は「
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
」の
交

険
係
・
各
支
所
市
民
生
活
室
に
あ

り
ま
す
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
６
７

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

庄
原
ダ
ム
の
ダ
ム
湖　
　
　

名
称
決
定

　

広
島
県
と
庄
原
市
が
共
同
事
業

と
し
て
建
設
を
進
め
て
い
る
庄
原

ダ
ム
の
ダ
ム
湖
の
名
称
が
決
定
し

ま
し
た
。多
数
の
ご
応
募
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ダ
ム
湖
名
称

大お
お
と
が
わ

戸
川
ダ
ム
湖こ

問
い
合
わ
せ

名
称
検
討
委
員
会
事
務
局

広
島
県
北
部
建
設
事
務
所
庄
原
支

所
庄
原
ダ
ム
建
設
事
業
課

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
２
０
１
５

（
代
表
）

市内の主な施設　年末年始の業務状況
　年末年始の業務予定は、次の表のとおりです。■の部分が休業日となりますのでご確認ください。
　なお、「出生」、「死亡」、「婚姻」など戸籍に関する届け出や、埋火葬、斎場使用の許可手続きなどは、休み中でも取り
扱います。詳しくは市民生活課までお問い合わせください。

12/
25㈮ 26㈯ 27㈰ 28㈪ 29㈫ 30㈬ 31㈭

1/
1㈮ 2㈯ 3㈰ 4㈪

市役所（本庁・各支所） ☎0824-73-1123

田園文化センター ☎0824-72-1159

総合体育館 ☎0824-72-8000

ふれあいセンター ☎0824-75-0301

市民会館 ☎0824-72-4242

西城市民病院（救急は24時間対応） ☎0824-82-2611

時悠館 ☎08477-6-0161

口和郷土資料館 ☎0824-87-2230

比和自然科学博物館 ☎0824-85-3005

ご
み
処
理

収集

持ち
込み

備北クリーンセンター ☎0824-72-2044

リサイクルプラザ ☎0824-72-1398

東城クリーンセンター ☎08477-2-0214
※その他の施設については、直接各施設へお問い合わせください。

広島県北部地域職業訓練センター受講生募集

広島県北部地域職業訓練センターでは、各種講座の受講生を募集しています。

講座名 期間 時間 定員
(人) 受講料

パソコン
基礎コース

1月12日
～1月28日
火・木

13時～15時 10 8,000円（テキスト代別）

Word＆Excel
コース

1月14日
～3月28日
月・木

18時30分
～20時30分 10 24,000円（テキスト代別）

Wordコース
1月14日
～2月18日
月・木

18時30分
～20時30分 10 13,000円（テキスト代別）

※時間は変更になる場合があります。
※定員になり次第、受付を締め切りますのでご了承ください。
●申し込み・問い合わせ
広島北部地域職業訓練センター
（〒 728-0023 広島県三次市東酒屋町３０６－６９）
電話 0824-62-8500（FAX 兼）ホームページ：http://www.nhvtc.ac.jp
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お知らせInformation

備北公園管理センター☎ 0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

１月11（月・祝）まで開催！！

国営備北
丘陵公園
だより

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

「ウインターイルミネーション2015-2016」

中
国
大
会

　

中
国
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会

（
11
月
１
日
／
鳥
取
県
米
子
市
）

演
技
競
技

●
小
学
生
低
学
年
の
部

第
３
位

麻
田　

涼
華（
西
城
小
３
年
）

試
合
競
技

●
高
校
生
以
上
男
子
の
部

第
２
位

久
保　

寛
明（
三
次
高
２
年・
西
城
町
）

県
大
会

　

第
68
回
広
島
県
高
等
学
校
総
合

　

体
育
大
会（
駅
伝
）

（
11
月
１
日
／
三
次
市
）

第
１
位

山
口　

和
也（
世
羅
高
３
年・西
城
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
他

　

第
11
回
庄
原
絵
手
紙
大
賞

●
子
ど
も
の
部

大
賞

二
上　

桃
香（
高
小
５
年
）

※期間中毎日開園（12/31、１/１、１/４は閉園）

期
間
中
の
主
な
イ
ベ
ン
ト

●
点
灯
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

　

点
灯
ボ
タ
ン
を
押
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。

17
時
30
分　

中
入
口

期
間
中
毎
日
開
催
！

※
希
望
者
が
多
い
場
合
は
抽
選

に
な
り
ま
す
。

●
冬
の
花
火

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
花
火

を
一
緒
に
楽
し
む
素
敵
な
ひ
と

と
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き

12
月
５
日
㈯
、12
日
㈯
、19
日
㈯

19
時
30
分
か
ら
約
５
分
間

（
２
０
０
発
）　

●
安
芸
戦
士
メ
ー
プ
ル
カ
イ

ザ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー

　

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
守
る

メ
ー
プ
ル
カ
イ
ザ
ー
を
応
援
し

よ
う
！

と
き　

12
月
12
日
㈯

16
時
30
分
～
17
時
30
分

●
空
か
ら
見
え
る
景
色

　

高
所
作
業
車
の
上
か
ら
見
え

る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
景
色

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き　

12
月
24
日
㈭

17
時
30
分
～
20
時

ウ
イ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン　
　

　
　
　

２
０
１
５
‐
２
０
１
６

開
園
時
間

９
時
30
分
～
21
時
（
予
定
）

※
12
月
７
日
㈪
、14
日
㈪
、21
日

㈪
、28
日
㈪
は
13
時
開
園

点
灯
時
間

17
時
30
分
～
21
時

※
入
園
は
20
時
ま
で

　

主
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、

イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

●
中
入
口

エ
リ
ア
テ
ー
マ「
メ
ル
ヘ
ン
広
場
」

●
ひ
ば
の
里

エ
リ
ア
テ
ー
マ
「
冬
桜
」

●
大
芝
生
広
場

エ
リ
ア
テ
ー
マ
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
森
」

津
秋　

利
子（
比
和
町
）

常
数　

和
枝（
新
庄
町
）

森
近　

秋
義（
比
和
町
）

　

第
10
回
庄
原
市
民
健
康
つ
く
り

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

団
体
戦

●
男
性
の
部

優
勝　

庄
原
男
性
Ａ（
曽
根　

清

馬
・
宮
脇　

達
郎
・
青
木　

義
和
・

船
頭　

宏
・
岡
田　

晋
）

準
優
勝　

東
城
男
性
Ｃ（
畑　

貢
・

吉
原　

正
登
・
国
原　

征
昭
・
木

村　

逸
則
・
瀬
戸　

昭
静
）

３
位　

高
野
男
性（
土
居　

武
司
・

奥
山　

敏
和
・
真
田　

信
幸
・
門

田　

昇
・
加
藤　

賢
三
）

●
女
性
の
部

優
勝　

庄
原
女
性
Ａ（
長
谷
マ
ス

ミ
・
渡
部　

和
江
・
倉
谷
利
美
子
・

小
林　

節
子
・
咽
原
喜
久
子
）

準
優
勝　

東
城
女
性
Ｃ（
小
塩　

麗
子
・
畑　

勝
江
・
吉
原
み
え
子
・

国
原　

幾
子
・
橋
根　

公
子
）

３
位　
　

庄
原
女
性
Ｄ（
渡
辺　

照
子
・
谷
川　

伸
子
・
市
川　

千

枝
・
岩
田　

美
恵
・
岡
田　

宏
子
）

個
人
戦

●
男
性
の
部

優
勝　
　

畑　
　
　

貢（
東
城
）

準
優
勝　

池
田　

正
穂（
庄
原
）

３
位　
　

船
頭　
　

宏（
庄
原
）

４
位　
　

児
島　

茂
春（
庄
原
）

５
位　
　

藤
川　

光
昭（
庄
原
）

優
秀
賞

松
永　

悠
詩（
比
和
小
１
年
・
比
和

自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
絵
手
紙
教
室
）

大
田　

奈
歩（
庄
原
小
４
年
）

藤
川　

大
和（
庄
原
小
４
年
）　

奨
励
賞

周
藤　

瑚
音（
比
和
小
１
年
・
比
和

自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
絵
手
紙
教
室
）

伊
藤　

勇
人（
十
日
市
小
２
年
・
西

城
創
造
の
村
絵
手
紙
教
室
）

岩
倉　

漣
慈（
比
和
小
３
年
・
比
和

自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
絵
手
紙
教
室
）

福
場　

大
貴（
峰
田
小
３
年
）

足
羽　

穂
南（
庄
原
小
４
年
）

上
野　

彩
花（
庄
原
小
４
年
）

背
戸　

彩
花（
庄
原
小
４
年
）

平
田　

彩
華（
庄
原
小
４
年
）

石
川
ゆ
づ
き（
高
小
５
年
）

三
浦　

理
沙（
高
小
６
年
）　　
　

●
一
般
の
部

大
賞

五
島　

直
美（
西
城
町
）

優
秀
賞

石
原　

咲
美（
山
内
町
）　　
　
　

一
橋　

富
貴（
西
城
町
）　　
　

山
本　

和
子（
東
城
町
）

奨
励
賞

家
島　

晶
子（
口
和
町
）

河
村　

和
恵（
東
城
町
）

草
岡　

和
子（
西
城
町
）

笹
尾　

悦
子（
本
村
町
）

田
島
由
紀
子（
口
和
町
）

佐
野　

和
子（
新
庄
町
）

田
原　

宏
江（
西
城
町
）

６
位　
　

加
藤　

憲
一（
庄
原
）

７
位　
　

土
居　

武
司（
高
野
）

●
女
性
の
部

優
勝　
　

谷
川　

伸
子（
庄
原
）

準
優
勝　

山
本　

絹
枝（
東
城
）

３
位　
　

花
田　

弘
子（
東
城
）

４
位　
　

柿
本　

二
葉（
庄
原
）

５
位　
　

市
川　

千
枝（
庄
原
）

６
位　
　

小
林　

節
子（
庄
原
）

７
位　
　

曽
田
シ
ズ
子（
東
城
） 

※「
あ
っ
ぱ
れ
！
庄
原
」
に
該
当

す
る
方
の
情
報
は
、
情
報
政
策
課

広
報
広
聴
係（
☎
０
８
２
４
‐
73
‐

１
１
５
９
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

飲
酒
運
転
の

根
絶
！

　

飲
酒
運
転
は
法
律
違
反
行
為

に
該
当
す
る
だ
け
で
な
く
、
ひ

と
た
び
事
故
を
起
こ
せ
ば
、
死

亡
事
故
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

高
い
危
険
な
行
為
で
す
。
平
成

26
年
の
デ
ー
タ
で
は
、
飲
酒
運

転
に
よ
る
死
亡
事
故
は
、
飲
酒

し
て
い
な
い
場
合
と
比
べ
て

８
・
７
倍
、
さ
ら
に
正
常
な
運

転
が
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
酒

酔
い
運
転
に
な
る
と
18
・
３
倍

に
も
達
し
て
い
ま
す
。　

　

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
「
飲
酒
運

転
を
絶
対
に
し
な
い
、さ
せ
な
い
」

こ
と
を
徹
底
し
、
飲
酒
運
転
を

根
絶
し
ま
し
ょ
う
。　

　

お
酒
を
飲
む
と
き
に
は
、ハ
ン

ド
ル
キ
ー
パ
ー（
お
酒
を
飲
ま
ず

仲
間
を
送
り
届
け
る
人
）を
確
保

し
て
、絶
対
に
飲
酒
運
転
は
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

危
機
管
理
課

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
６

ハンドルキーパー
運動に

ご協力ください

●
和
の
灯あ

か

り
「
影
絵
劇　

ご
ん

ぎ
つ
ね
」

と
き　

12
月
５
日
㈯
、12
日
㈯
、

19
日
㈯
、23
日（
水
・
祝
）

18
時
・
19
時
・
20
時
か
ら
各
回
約

30
分
間

※
開
園
日
や
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
電
話
で
お
気
軽
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。　
　

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話しください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金　９時～ 17 時（年末年始・祝日除く ]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間電話相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時
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お知らせInformation

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　１月９日（土）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）
詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

１月

口和郷土資料館  ☎ 0824-87-2230

開館：月・木・土　９時～17時

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

12月・１月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶平成27年も今月を残すのみ。そこで、本紙で取り上げ
た話題を中心に、今年の本市10 大ニュースを選んでみま
した。①庄原市制施行10周年②超高速情報通信網整備
事業着手③光回線による住民告知放送開始④第２期庄
原いちばん基本計画策定⑤比婆いざなみ街道命名⑥ふ
るさと応援寄附金の記念品に比婆牛追加⑦庄原小学校
新校舎完成⑧どぶろく特区認定⑨フェイスブックページ

「庄原いちばんええね！」800 いいね！突破⑩道の駅たか
の100万人達成―。明るい話題を来年もお届けします。
▶11 月も終わりごろになってようやく寒くなって
きました。冷え性の私にはつらい季節ですが、楽しみ
もあります。暮れに遊びにきた甥や姪が庭で雪遊び
をするのを居間のこたつから眺めたり、大晦日の夜
には家族でテレビを見ながらお酒を飲んで年越しを
したりと、のんびりできる正月が待ち遠しいです。再
来年の正月は、庄原産のどぶろくとともに、家族の和
を醸せればいいなと思います。

12 ～１月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○かずら教室「竹で作る門松入れ」
　と　き　12月18日㈮　①９時30分～12時
　　　　　　　　　　　②13時～15時30分
　参加費　①②各2,300円
　定　員　①②各10人
▶展示・イベント
○「手仕事　里山の干支展　申」
　と　き　12月18日㈮～２月１日㈪午前中まで
○ゆめさくら歳末感謝祭
　と　き　12月25日㈮～27日㈰（抽選会開催は27日）
【年末年始の営業】

休館日　12月31日㈭～１月３日㈰
初売り　１月４日㈪
【営業時間の変更】
１月４日～３月末日までは17時に閉館します。
（朝どり市は通常通り16時終了）

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
世界児童画ライブラリー作品展
とき　１月８日㈮～10日㈰　10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願いします。

実施日 会　場 受付時間

１月６日㈬ 庄原市役所 10時～11時30分
12時30分～15時

12月20日（日）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
23日（水）細川医院 ☎08477-2-0054
27日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180
29日（火）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
30日（水）三上クリニック ☎08477-2-1151
31日（木）東城病院 ☎08477-2-2150

１月１日（金）瀬尾医院 ☎08477-2-0023
２日（土）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
３日（日）細川医院 ☎08477-2-0054
10日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180
11日（月）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

平成27年10月末現在

♬
ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問児童福祉課 ☎ 0824-73-1214

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３７，６７３人（前年比－６９５人）　
男　　１７，８１３人（前年比－３５２人）　
女　　１９，８６０人（前年比－３４３人）　
世帯数　１５，８５５世帯（前年比－９６世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３２７人（前年比＋９人）

と　き　12 月 21 日㈪ 12 時 15 分～ 55 分
　　　　※今回は第３月曜日の開催です。
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　ブリランテ・アンサンブル（弦楽三重奏）
演奏曲目　「きよしこの夜～ホワイト・クリスマス」
　　　　　「クリスマス・イヴ」ほか
『ブリランテ・アンサンブル』
▶永

な が い

井匠
しょ う こ

子…武蔵野音楽大学音楽学部器楽学科
（ヴァイオリン専攻）卒業。関東を中心にフリーの
演奏家として活動後、帰広。現在、さまざまなジャ
ンルでの演奏活動を行う傍ら、後進の指導も行う。
▶西

にしはら

原知
ち か こ

加子…エリザベト音楽大学音楽学部器楽学
科（ヴァイオリン専攻）卒業。現在、演奏活動を行
う傍ら、安田女子大学弦楽部ほかで非常勤講師とし
て後進の指導も行う。
▶部

へ た に

谷智
さ と み

美…エリザベト音楽大学音楽学部器楽学科
卒業。同大学大学院音楽研究科修士課程修了。現
在、ヒロシマバッハソロイスツメンバーで活動する
傍ら、後進の指導も行う。

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１４５
●下水道課管理係　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１７５
●水道課業務係　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１９７

　これは、昭和 30 年代中頃にパイオニア（株）から発売された
「真空管式ＡＭ / ＦＭチューナー（受信機）」で、価格は不明です。
ＡＭ ( ※ ) 放送とＦＭ ( ※ ) 放送（モノラル）が受信できますが、
音はアンプにつながないと聴けません。ＦＭステレオ放送を聴く
には、別にアダプターを必要としました。
　内部には小型真空管 11 本とダイオード２本が使われており、
これが鉄製のシャーシーへ取り付けられて金属製のケースに収
まっています。選局ダイヤルは左がＡＭ、右がＦＭの選局用に
別れており、２個のツマミそれぞれで選局するぜいたくな構造
です。さらに、“マジックアイ”と呼ばれる緑色に発光する特殊
な真空管を、ＡＭ用とＦＭ用に２個内蔵しています。
　このチューナーはアンプやスピーカーなどと組み合わせて使
用する、当時の高級オーディオシステムの一つでした。性能は
現在のものと変わりなく、今でも良い音質でＮＨＫやＲＣＣのＡ
Ｍ放送と、ＦＭ放送を聴くことができます。その後、トランジス
タの出現で真空管は姿を消していきましたが、日本のエレクトロ
ニクス技術発展の証として貴重なものです。
　ＦＭ放送は、昭和 32 年にＮＨＫ東京でモノラルでの試験放
送がスタートし、その後昭和 38 年にはステレオの本放送がスター
トしています。昭和 37 年にはＮＨＫ広島でモノラル放送が、そ
して間もなくステレオ放送も始まりました。昭和 57 年には広島
ＦＭ放送も開局し、ＦＭ放送がより身近なものとなっていきます。
　
※ＡＭ放送は、535 ～ 1605KHｚ帯の電波、ＦＭ放送は、76 ～
108 Ｍ Hｚ帯の電波を使用。

菜園活動を通して、食を楽しむ。
保育所での「食育」の取り組みをご紹介

真空管式チューナー

【お詫びと訂正】
　広報しょうばら11月号の11ページ「芸備線に乗ろう！」の記事
の中で、「おすすめコース２」の備後庄原駅出発時間「13時 45分発」
を、誤って「13時 54分発」と記載しました。また、32ページ「あっ
ぱれ庄原」の記事の中で、寺廹由留さんの氏を誤って「寺迫」と記
載しました。訂正し、お詫びいたします。

大きさ：13㎝(高さ)、38.5㎝（幅）、21㎝（奥行き）・重さ：5.7kg

マジックアイ

ＡＭ選局 ＦＭ選局

内部は真空管11本使用

　比和保育所では、「食を通して健康な心と体を育て、自ら健康
で安全な生活を作り出す力を養う」ことを目標に食育を実践して
います。子どもたちが自主的、意欲的に関われる活動として野菜
の栽培もしています。自分たちで話し合い、種や苗も買いに行き
ました。園内の畑で、毎日野菜の成長を見守り、世話をしています。
　子どもたちの努力が実を結び、今年は玉ねぎ・じゃがいも・稲・
夏野菜など 15種類の作物はどれも豊作で、みんな大喜びでした。
野菜を収穫することで新鮮なにおいや手触りを体験でき、また、
数を数えたり大きさの比較をしたりする貴重な経験にもなりまし
た。自分たちの手で種や苗から栽培することで、子どもたちは食
材に興味を持ち、新鮮な食材を味わいながら食べる喜びを感じて
います。苦手な野菜も、自分たちが育てたことで親しみが生まれ、
食べてみようと思えるようになりました。１年を通して地域の方
の知恵を借りながら畑作りを行い、保護者ともパン作りなどを通
して交流するなかで、子どもたちは周囲から愛されていることを
実感しています。
　給食では、正座して食べる「マナーの日」を設け、姿勢を正し
食器を持つことが身についてきています。また、給食室と連携し、
週１～２回をめやすに年長児中心でクッキングをしています。お
花見弁当のおにぎり作りからスタートし、団子を丸めたり、カレー
の具材を切るため包丁を持ったりする体験もしています。できた
料理を食べたみんなからの「ありがとう」に、満足顔の年長児た
ち。収穫した野菜を調理することで、作ることの楽しさ、作って
くれた方への感謝の気持ちを持たせ、食を通して健康な心と体を
育てていきたいと思います。
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